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Ⅰ．新学会が社会変容を達成するための構想（全体像） 

新学会では、研究活動に基づき生み出される 27の革新的要素技術を核とし、革新的要素技術を担う研

究会等を経糸に、各要素技術を有機的に連携させ学術・技術的な価値を創造・向上させるためのワーキン

ググループ(WG)を緯糸として設置、関連組織や機関と連携することで、ビジョンに掲げる「繊維イノベ

ーションエコシステム」を駆動させる。緯糸となる「教育・技術継承 機能強化」WGでは、次世代を担

う若手育成のスキームの確立を、「国際・地域連携強化」を推進する WG では論文誌の充実を、「異業種

強化」WGでは交流の場の提供を、「戦略提言強化」WGでは、重点分野を策定し課題解決に向けた体制

作りと、2030年に向け行動目標（SDGs）を明確にするミッションを達成することで、「サスティナブル」

で「ウェルビーイング」な社会の実現を力強く牽引する。 

 

 

 
 

図Ⅰ．新学会が社会変容を達成するための構想（全体像） 
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「サスティナブル」 で
「ウェルビーイング」 な社会の実現目指す社会

革新的な要素技術開発を担う研究会等

■マイクロプラスチック対策

■インテリジェント化技術

■スマートテキスタイル（e-テキスタイル）技術

■快適機能技術

■防護用高機能繊維技術

■組織再生用部材技術

■バイオベース化学技術

■革新的染色・機能加工技術

■ウェルビーイングに作用する技術

■低環境負荷技術

■リサイクル技術

■ヒューマンインターフェース活用技術

■繊維化/機械技術 ■繊維強化複合材料技術

■企業心理と消費者心理
■産業資材技術 ​

■消費性能の計測・評価技術

■抗菌・抗ウイルス機能性技術

■消費・流通管理技術

■ファッションデザイン（心理・色彩）技術

■整理（洗浄・クリ－ニング）技術

■ソフトマテリアル技術

■CO2制御技術

■低炭素評価技術

■衣服設計技術

■ファッションロス対策技術

■異分野融合技術

Mission. 次世代を担う若手育成のスキームの確立
Mission. 重点分野を策定し

課題解決に向けた
体制作り

Mission. 研究発表の機会と議論・交流の場を提供 Mission. 2030年に向け
行動目標を明確に

Mission. 論文誌の充実



II．研究活動に基づき生み出される革新的要素技術 

新学会は、図中央に示した 27の「II．研究活動に基づき生み出される革新的要素技術」を核とし、そ

れらから創出される機能として「III．その要素技術を社会に還元し、社会変容を実現するための機能」

を備えた組織を目指す。 

 

繊維関連技術を革新的に進展させるためには、個々の要素技術の革新だけではなく、それらを統合的に

活用することで繊維関連技術の新たな学術・技術分野の開拓にも繋がる。 

そこで、広範な要素技術を束ねる３つの研究大領域、すなわち 

・革新的な繊維機能材料の創成と用途拡大のための研究領域 

・革新的なプロセス・プロダクト製造のための研究領域 

・繊維製品の革新的ユーザーフレンドリ技術のための研究領域 

を設ける。各大領域に関連する「革新的な要素技術」とその要素技術に関わる「代表的な研究トピック」

を各要素技術に付記した。 

新学会では、これら革新的な要素技術開発を担う研究会等を経糸に、各要素技術を有機的に連携させ学

術・技術的な価値を創造・向上させるためのワーキンググループを緯糸として設置し、技術革新の勃興を

社会に波及させて社会変容を促す。詳細は次頁の IIIに示す。 

 

 

 
 

図Ⅱ．研究活動に基づき生み出される革新的要素技術（平面展開図） 

  

■インテリジェント化技術
・マテリアルインフォマティクスによる設計
・ＤＸによるプロダクト・プロセス革新
・AI・IoTの活用
・バーチャルテキスタイル
・シミュレーション技術

■マイクロプラスチック対策技術
・繊維屑の発生しにくい繊維
・海洋生分解性繊維

■スマートテキスタイル（e-テキスタイル）技術

■快適機能技術

■防護用高機能繊維技術

革新的なプロセス・プロダクト製造のための研究領域
（生産効率化，品質管理，価値創出）

■革新的染色・機能加工技術
・低炭素型染色・機能加工
・無水型染色加工技術
・低温プラズマ、電子線照射技術

■ウェルビーイングに作用する技術

■低環境負荷技術
・有機溶剤、重金属不使用
・リスク物質の低減
・水やエネルギーの節約

・ケミカルリサイクル・マテリアルリサイクル
・易リサイクル繊維、素材分離技術
・衣服のリサイクル

■リサイクル技術

■ヒューマンインターフェース活用技術

・感性評価システム
・素材と人・生活をつなぐ繊維製品設計

■繊維強化複合材料技術

■企業心理と消費者心理
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・ヘルスケア、ヒューマンヘルス、アクティブスポーツ
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■産業資材技術 ​

■消費性能の計測・評価技術
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アクション領域
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国際・地域
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社会実装

革新的な繊維機能材料の創成と用途拡大のための研究領域
（高性能繊維，ナノ構造制御，生体構造模倣及び生物機能利用）

繊維製品の革新的ユーザーフレンドリ技術のための研究領域
（市場ニーズ可視，実用試験，標準化）

■抗菌・抗ウイルス機能性技術

 消費・流通管理技術

• IT・3D技術によるパーソナル衣服設計
• 災害・安全・健康のための衣服設計・評価

■衣服設計技術

 ファッションデザイン（心理・色彩）技術

 整理（洗浄・クリ－ニング）技術

■組織再生用部材技術
・生体適合ナノファイバー
・人工血管、インプラント
・生体高分子

■バイオベース化学技術
・バイオマスからのモノマー・ポリマー製造
・低エネルギー製造技術・天然繊維/パルプ

■繊維化/機械技術
・先端繊維素材・ナノファイバー
・繊維機械の設計、制御技術
・製造技術の自動化
・紡績、織編組技術
・不織布の技術

■ソフトマテリアル技術
・バイオミメティクス

■CO2制御技術

・成形加工技術

■ファッションロス対策技術

■低炭素評価技術

■異分野融合技術
・バイオミメティクス

・エレクトロニクス



III．要素技術を社会に還元し、社会変容を実現するための機能 

新学会では、これら革新的な要素技術開発を担う研究会等を経糸に、各要素技術を有機的に連携させ学

術・技術的な価値を創造・向上させるためのワーキンググループを緯糸として設置し、技術革新の勃興を

社会に波及させて社会変容を促す。 

 

新学会の緯糸となる、繊維技術の革新を社会に還元し、社会変容を促すための横断的・俯瞰的な活動と

して、「せんい・テキスタイル教育・技術継承 機能強化」、「社会実装」、「戦略提言（技術ガバナンス・

ルールメイキング）強化」、「国際・地域連携強化」を推進するワーキンググループ等の枠組みを設定する

（緯糸）。これらの枠組みでは、関連組織・機関（例えば、政府、協会、標準化機構等）と連携して、「サ

スティナブル」で「ウェルビーイング」な社会の実現を新学会が組織的に力強く牽引する。 

 

 

 
 

図Ⅲ．要素技術を社会に還元し、社会変容を実現するための機能（平面展開図） 

 

 


